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5.  歴史に学べない時代の科学技術 
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第5期科学技術基本計画の冒頭	

　我が国、そして世界は激動の中にある。 	

　科学技術イノベーションは、国内外の持続的かつ包摂的な
発展に貢献できるのか。第5期科学技術基本計画は、その問
いかけに応え、日本国民、ひいては世界の人々を、より豊か
な未来へと導く羅針盤となることが求められている。 	

　近代科学が産声を上げた17世紀、科学者ボイルが記した
未来予測には、今日で言う生体移植や衛星測位システムな
どが登場する。その実現には長い歳月を要したが、近年の 
科学技術、とりわけ情報通信技術の発展は、瞬く間に社会経
済のルールを変化させ、人々のライフスタイルや社会と人間
の在り方にも影響をもたらしている。今やイノベーショ ンは、
これまでの延長線上ではないところに発現し、瞬時に世界に
拡散するようになっ ている。 	
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情報通信技術(ICT)の進歩は、人類史的に見
て異常な技術革新である	

•  過去半世紀の量的•性能的な技術革新(Big Data) 
•  人類が生み出してきた知的資産に匹敵するデータや情報

が毎年生み出されて蓄積される時代 

•  過去半世紀の急激な価格低下 
•  ３０年前のスーパーコンピュータを個人が所有する時代 
•  世界中で個人同士の自由な通信が低価格で行える時代 

•  社会基盤への浸透(CPS) 
•  あらゆる社会基盤がICTに依存している 
•  サイバー空間はもう一つの社会（あの世）を形成している 
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情報通信技術の革新	
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1秒で送れる情報量と 
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ビッグデータ時代	
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•  過去３年で生成されたデータは、その前の４万年で生成さ
れたデータより多い。(Big Data) 

•  それらのデータのほとんどに位置情報と時刻情報が含まれ
る。(Location and time Data) 

•  政府や自治体は、持っているデータの公開が必然となって
いる。（Open Data) 

データ量は 
Zetta Byte (1021) 
の時代 
kilo, mega, giga,  
tera, peta, exa, zetta	

, 	
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Zetta	byte:1021とは？	

太陽と木星の距離77８,000,000Km	

380×10-12m	 778×109m	

分子レベルと天文学レベルの大きさの差	
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ICTの価格性能比	移動速度 
演算数／秒	

１京 
 
１兆 
 
１億 
 
１万 

100円    1万円    100万円    1億円   100億円 	

人	
電卓	

PC	

サーバー	

スパコン	

携帯
電話	

10桁 
から 
12桁	
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移動技術の価格性能比	
速度 
Km/h	

 10,000 
 
   1,000 
 
      100 
 
       10	
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人	

自転
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自動車	

2桁 
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３桁	
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ICTはわずかな投資の額とタイミングの違いが
大きなビジネスの差に繋がる 
 
•  大きな価格性能比 
•  短い時定数（社会的フィードバックの時間） 
•  生産や流通を簡単にアウトソース可能 
　　　　　　　　↓ 
•  新しいビジネスモデルと富裕層の出現 
•  旧来の資本主義経済の根本的変革 

人間の直観を超えた変化 
ゲームチェンジが可能な時代 
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•  ICTは現代のイノベーションの根源で
ある。人類はこれまで手にしたことの
無い技術や大量のデータと知識を、従
来とは破格の低コストで手に入れるこ
とができるようになった。 

•  情報通信技術の存在を前提として社会
の構造や制度を再設計する時代である。 

•  社会情報基盤設計は社会設計である。 
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都市OSの構築に向けて	

1.  ICTとイノベーション 

 
2.  産業構造の変化と共有経済 

3.  ICTによる社会基盤の再構築 

4.  都市OSと研究開発課題 

5.  歴史に学べない時代の科学技術 
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情報通信技術の変化 

•  専門的機器から生活必需品へ 

•  単体から環境へ 

•  所有から共有（利用）へ 
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専門的機器から生活必需品へ 

プロの道具 
　高価／複雑／高性能	

大衆の日常品 
　廉価／単純な操作／大量	
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ICTはどこにでも使われている 

組込みシステムの普及 

出典：Gartner Research	
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単体から環境へ 

計算機単体 

LSI単体	

環境としての情報システム 
インターネット->IoT 
ユビキタスコンピューティング 
センサーネットワーク 
Cyber Physical System 

システム内からの発想	
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情報通信技術における所有から共有への変化	

HW" SW" 情報／"
サービス	

Main Frame" 組織で所有	 組織で所有	 組織で所有	

PC" 個人で所有	 個人で所有	 個人で所有	

Internet" 個人／組織"
で所有	

個人／組織"
で所有	

共有可能	

Cloud 
Computing" 共有可能	 共有可能	 共有可能	

情報やサービスの所有に関する人類史的な変革 
過去の物質ベースの所有権のアナロジーが壊れる	
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何を所有するか？　	

1.  音楽や映像：CDやDVD → YouTube上のコンテンツ 

2.  本の内容：書籍→電子書籍やウェブ上のコンテンツ 

3.  移動体：購入した車→車や自転車のシェアリング、　　　　　　　　　　　　　
    公共交通機関の利用 

 
4.  住居：１戸建ての自宅、分譲の共同住宅 
　　　　　　　　　　　　　　　　→賃貸住宅、シェアハウス 
 
5. 貨幣：金属貨幣、紙幣→電子マネー、bit coin 

18 



紙幣	
(10世紀～)	硬貨	

（紀元前20世紀～）	

電子マネー	
Bit Coin	

発行者の多様化	
（21世紀～）	

•  価値: 金属の希少性	
•  保存則: 金属の保存則	
•  価値と権利は一体	
•  物の所有権の概念	

•  価値:印刷情報	
•  保存則: 紙の保存則	
•  価値と権利の分離	
•  信用情報と物の所有の
組み合わせ（国家権力）	

•  価値:デジタル情報／仮想
化、分散化	
•  保存則:デジタル情報？	
•  価値や権利の分散化	
•  デジタル情報を媒体とした
分散化した新しい所有権の
概念の確立	

電子マネーを所有してるか？	

信用情報の伝達コストと速度による変化 
価値媒体の相対化	
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米国で注目されているベンチャー 
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自動車のシェア 
 
コンテンツのシェア 
 
 
 
 
 
コンテンツのシェア 
 
 
部屋のシェア 
 
コンテンツのシェア 

日経新聞2015/6/7	



•  ICTは産業の構造を大きく変えている 
 

•  製品からサービスへ 
•  所有から共有（利用）へ 
•  わずかな投資の差が大きなビジネスの差へ 
•  貨幣から多様な価値媒体へ 
•  情報のハンドリングが製造や物流をリード 
　　　　　　　↓ 
•  従来の資本主義経済に変わる新しい経済

体系が模索され試行的に構築されている 
 

Sharing Economics（共有経済）の時代へ 
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ICTによって人類文明は変革されている	

•  新しい科学の手法としてのデータ科学 
•  Data Science 
•  Open Science 
•  AI / IoT / Big Data 

•  社会の規範や価値観、倫理観の変化 
•  Sharing Economics　と所有権 
•  新しい価値創造と貨幣経済 
•  Cybersecurity 

•  超スマート社会　（Society 5.0) 
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第４の科学的手法としてのデータ科学	

実世界	 サイバー世界	

演繹的手法	 理論科学	 計算科学	

帰納的手法	 実験科学	 データ科学	

201
5/04
/02	

社会情報基盤	
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　製造技術・生産技術・設計技術層	

　自然法則・自然現象層	

　制度・体制層	

　サービス・システム運用層	

　製品・作物・作品層	

社会や産業の階層モデル	

・社会の制度や政治・経済体制	

・製品やコンテンツを組み合わせたサービスの運用	

・一般の利用者が直接購入し利用する対象	

・自然法則を利用した新しい技術の確立	

・自然界に内在する原理や法則の発見	

社
会
主
導
型
研
究
開
発	

技
術
積
層
型
研
究
開
発	

25 



共有経済社会にむけて社会制度も変化する	

情報税は導入できるか？ 
–  最も重要なものに課税する 

•  データの蓄積、データの移動、データの加工に課税 
•  セキュリティの徹底的な保障ー＞新しい国富 

–  情報税の制御による国際的な産業集積 

情報の管理が事業の中核 
–  個人情報およびそれと関連する権利や価値の管理•運用 
–  情報管理と資産管理の連携による価値創造 

社会的事象の時定数の制御はどこまで可能か？ 

–  時間規制による社会システムの安定化は可能か？ 
–  新しい技術による社会変化へ対応した法整備 
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•  ICTによって産業の構造と社会の仕
組みは本質的に変わった。まちづく
りとは、都市のOSを作ることであ
る。都市や社会のアーキテクチャ設
計を描ける人材の育成が急務である。 

•  社会の在り方を描いて、必要なサー
ビスや製品をイメージするトップダ
ウン的発想が必要である。 
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もちろん 
良いことばかりではない。	



サイバーセキュリティは社会問題	

最近の事件 
＊マウントゴックスのビットコイン取引停止。2014年2月 

–  １６億円相当のビットコインが不正に引き出し。 
–  取引停止により、４８億円相当が失われたとも言われる。 

＊ベネッセの個人情報漏洩。2014年７月 
–  ３５００万件の会員情報の漏洩で、経営危機に。 
–  システム担当の子会社の派遣社員が容疑者。 

＊日本年金機構の個人情報漏洩。２０１５年５月 
–  １２５万件の個人情報の漏洩。 
–  標的型攻撃とずさんな内部セキュリティ管理による。 

＊東京商工会議所の会員情報流出。２０１５年６月 
–  １万２０００件の会員情報。 
–  標的型攻撃と見られる。 
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九州大学 



急激に増加するサイバー犯罪	
–  サイバー犯罪の損失額は全世界で年間５９兆円（２０１４年）	

–  日本の政府機関を標的にしたH２５年度のサイバー攻撃は 
約５０８万件（→前年度に比べ５倍に急増）	

–  手口も巧妙化→サイバー攻撃の脅威は急速に拡大 
•  毎秒１個のペースでウィルスやワームが新しく作られている	

–  サイバーセキュリティの被害者の６割強が１８歳から３１歳	

•  被害者が間接的な加害者になるリスク	

九州大学 
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•  状況の変化は極めて急速、問題は拡散し、
グローバル化	
•  「国家安全保障」や「危機管理」上の

最重要課題	
•  重要インフラの防護に最善の措置の

導入が不可欠	
•  情報の自由な流通を確保し、常に深

刻化するリスクに対し新たな対応の
強化が必要	

	



ウィルスやワームの増加	
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3,000,000/Month	

Source: McAfee	

マルウェア:Malware(Virus and Warm) 
毎日１０万種類の新型が作られる　　 
毎秒１個のペース	



http://map.ipviking.com	
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九州大学 

サイバー空間は戦場�



新たな国防問題	
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九州大学 

兵力の侵攻なき破壊	



何が狙われるか？	

＊愉快犯から窃盗、詐取、破壊活動へ 
＊組織や個人の重要情報の詐取 

–  個人情報や個人資産 
–  企業の秘密情報や情報化資産 
–  電子的資産（電子マネーや電子化証券） 
–  国家機密 

＊情報システムや社会システムの破壊 
–  ホームページの破壊や改ざん 
–  企業の基幹システムの破壊 
–  ライフラインの破壊（電力網、水道、ガス、交通信号など） 
–  社会システムの破壊（金融システム、行政システムなど） 
–  防衛システムの破壊（軍事ネットワーク）	
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サイバーセキュリティ基本法(H26.11.12施行）	

36 九州大学 



何を守るか	

＊個人や組織の名誉や信頼と生命の安全 
– 被害者にも加害者にもならないために 

＊個人や組織の財産保全 
– 情報は重要な財産（個人情報、情報化資産） 

＊社会の秩序と安定 
– 社会情報基盤の混乱は社会の混乱に直結 

＊社会や国家の存立基盤の確保 
– 行政、社会基盤外交、治安維持、防衛など	
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サイバーセキュリティの難しさ	

Ø  情報はコピーが容易で直接見えない 
Ø  盗まれても気づかない 
Ø  盗まれた痕跡が残りにくい 

Ø  情報は改ざんが容易 
Ø  情報の改ざんが、生命、財産、プライバシーに影響 

Ø  命かプライバシーか？ 
Ø  相反する社会的な要求 

Ø  個人のリテラシーの不足 
Ø  「おれおれ詐欺」の高度化 
Ø  被害者が加害者にもなる 

Ø  社会のあらゆる場面で情報化が進む 
Ø  IoT(Internet of Things)やCPS(Cyber Physical System)	

38 

九州大学 



Ø  安全なサイバー空間の維持は、行政や企業、さ
らには国家など現代組織の基本的使命であり、
社会の安定に直結する。 

Ø  サイバー空間の安全性は、自由や民主主義の維
持とも関係する。セキュリティとプライバシー
のバランスについて社会的なコンセンサス形成
が必要である。 

Ø  サイバー空間を含む社会の安全は、個人一人一
人の倫理観と責任において担保される。新しい
哲学と倫理、そしてその教育が求められている。 

39 九州大学 
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エドワード・グレーザー著・山形浩生訳 
Triumph of the City(2012) 

 “都市は人類最高の発明(Greatest Innovation)である” 	
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共進化社会システム創成拠点�

多様な人々�
（年齢・国籍）�

公共と�
個人�

社会（制度・文化）と�
先端技術�

システムの�
平時運用と災害時運用�



都市OSと共進化社会	
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今日の都市の課題	

• 財政�

・産業振興�

・行政管理�
・教育/福祉�

・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ�

都市課題�

・ｴﾈﾙｷﾞｰ問題�
・環境/水/衛生�
・災害対策�

・人口減少�
・少子高齢化�
・都市集中�

・交通問題�
・移動手段�
・情報提供�

・国際化�
・多様性�
・情報格差�
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都市OSの概念	

実社会	

都市OS上の社会像 
 
	

各種 
センサー 

各種アク
チュエータ	

データー＞モデル構築ー＞シミュレーション／最適化ー＞意思決定	

データ収集 
環境観測	

情報提供 
制御 
規制 
都市計画	



都市OSの研究課題	

実社会	

都市OS上の社会像 
 
	

各種 
センサー 

各種アク
チュエータ	

データー＞モデル構築ー＞シミュレーション／最適化ー＞意思決定	

データ収集 
環境観測	

情報提供 
制御 
規制 
都市計画	

社会受容性 
社会安定性	

制御手段の開発 
情報提示手法の拡張 

規制の改廃、資金確保	

センサ開発 
データの種類の拡大 
センシング点の拡大	

データ共有 
セキュリティ 

プライバシ保護	

学習／分析 
データ科学的手法 

データ駆動	

大規模Sim 
可視化	

大規模最適化	
社会としての最適化 



都市OSの情報科学的課題	

実社会	

都市OS上の社会像 
 
	

各種 
センサー 

各種アクチュ
エータ	

データー＞モデル構築ー＞シミュレーション／最適化ー＞意思決定	

データ収集 
環境観測	

情報提供 
制御 
規制 
都市計画	

社会受容性 
社会安定性	

制御手段の開発 
情報提示手法の拡張 

規制の改廃、資金確保	

センサ開発 
データの種類の拡大 
センシング点の拡大	

データ共有 
セキュリティ 

プライバシ保護	

学習／分析 
データ科学的手法 

データ駆動	

大規模Sim 
可視化	

大規模最適化	
社会としての最適化 AI 

Big Data	

HPC	

Cyber 
Security 
Privacy 

IoT	

AIPの課題をすべて含む！	



都市OSの都市工学•政策的課題	

実社会	

都市OS上の社会像 
 
	

各種 
センサー 

各種アクチュ
エータ	

データー＞モデル構築ー＞シミュレーション／最適化ー＞意思決定	

データ収集 
環境観測	

情報提供 
制御 
規制 
都市計画	

社会受容性 
社会安定性	

制御手段の開発 
情報提示手法の拡張 

規制の改廃、資金確保	

センサ開発 
データの種類の拡大 
センシング点の拡大	

データ共有 
セキュリティ 

プライバシ保護	

学習／分析 
データ科学的手法 

データ駆動	

大規模Sim 
可視化	

大規模最適化	
社会としての最適化 

都市活動
モデル	

都市計画	

都市政策	

Smart City	

都市と個人 

個人の権利と
公共の福祉	



都市OSの機能	

「イベント 
警備計画」 

「市民苦情
対応」 

「交通 
情報」 

都市 
OS 

「多局面での電
気需要対応」 

「円滑な災害 
避難の計画」 

「渋滞のない 
交通管制」 

交通情報	天気・災害	
情報	

行政情報	 エネルギー	
情報	

ヒト情報	

オープンデータ 

情報伝達	

人間中心の共進化社会 

データをデータ基盤に格納、
活用	

自動で最適化、制御	
ボトルネック検出	

様々な市民サービスへ	
展開	

オープンデータ	
センサーネットワーク	

アプリケーション・サービス 

最適化・解析 

データの格納 

データ 

次世代の都市サービスを提供するオープン基盤 



都市OSのアーキテクチャ	



都市OSに必要な技術	



都市OSが扱うデータ 

交通・都市計画 エネルギー・環境 都市活力・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 健康・社会保障 
交通渋滞	 エネルギー需給	 社会の多様化対応	 過疎化対策	

低炭素化社会	 少子高齢化対策	災害対応・避難	
起業促進	

モビリティ向上	

地図・地形、 地下・建物３D	

経済動向	

交通センサス	

イベント情報	

観光・スポーツ・文化	

ヒト移動	
購買情報	

気象統計	

災害情報	

医療情報	
気候・気温	

歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ	

道路・交通網	

交通運行情報	

電車・バス乗降 

バスプローブ	

クルマプローブ	

系統電力網	

ガス網	

電力統計	

電力需給	

再エネ	

医療統計	

制度・施設	

人々の行動	

経済情報	

行政統計	

インバウンド	 社会統計	

インフラ情報 
長期的変動	

動向・統計 
中期的変動	

ニュース・SNS	

リアルタイム 
短期的変動	



都市OS解析層モデル	

サイバー空間	

u 長期スパンでの解析（四半期、年単位など） 
u 複雑な計算をあらかじめ行い、計画、設計に反映  
u 計算量が大きい	

中位 
解析層 

ミクロ 
解析層 

実世界	 実世界	

実世界のデータ化	 最適化計算、シミュレーション	 実世界へ反映、制御	

マクロ 
解析層 

u 中期スパンでの解析（日、週単位など） 
u イベント、変化への対応など、計画、設計を中期的に修正  

u 短期スパンでの解析（リアルタイム） 
u 常に現在の状況から計算を行い、有事に即対応  
u 計算量が小さい	

長期・中期・短期の３つのレイヤーで規模による個別の分析アルゴリズム実装	

実世界の様々な事象をモデリング。サイバー空間にて解析し、実世界にフィードバック。	



都市OS解析層が支える社会 ～交通	

サイバー空間	

リアルタイム計算	

オンデマンド計算	

ディープ計算	

マクロ解析層	

中位解析層	

ミクロ解析層	

交通網、施設の	
分布	 都市計画に反映	

道路、交通網、ヒト、
クルマ	

ボトルネック解析
最適化計算	

最速フロー計算	 混雑度対応型	
リアルタイム避難誘導	
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Figure 3. The universally quickest flow (a) and one of the quickest flows (b) on the dynamic 
network in Figure 1 (a) in which ܾሺݒଵሻ ൌ ͵, ܾሺݒଶሻ ൌ ʹ and ܾሺݒଷሻ ൌ ʹ. Solid lines represent a 
flow, and a number attached to each node represents the amount of supply that passes that node 
(for a sink node it represents the amount of supply that reaches it). 

 
Figure 4. Illustration of a dynamic flow (a) and its time-expanded network (b) used to find a 
universally quickest flow where the transit time of all arcs is 1. ܵכሺߠሻሺߠ ൌ Ͳǡͳǡǥ ǡͶሻ
represents the set of super sinks at time ߠ. 

change the original problem to a single source problem. 

3   The emergency evacuation planning model 

Based on the above preparation, we formulate the emergency evacuation model. Here 
we propose two models without/with the capacity constraint of sinks (refuges). 
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- SCALE
- edgefactor

- SCALE
- edgefactor
- BFS Time
- Traversed edges
- TEPS

Input parameters ResultsGraph generation Graph construction

TEPS
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ValidationBFS

64 Iterations

- SCALE
- edgefactor

- SCALE
- edgefactor
- BFS Time
- Traversed edges
- TEPS

Input parameters ResultsGraph generation Graph construction

TEPS
ratio

ValidationBFS

64 Iterations

実世界	 実世界	
実世界のデータ化	 最適化計算、シミュレーション	 実世界へ反映、制御	

長期	

中期	

短期	

イベントに応じた	
中期交通スケジュール	

今の群衆と設備
の分布	

都市	

街	

近辺	

ボトルネック解析	
最適化計算	



都市OS解析層が支える社会 ～エネルギー	

リアルタイム計算	

オンデマンド計算	

ディープ計算	

- SCALE
- edgefactor

- SCALE
- edgefactor
- BFS Time
- Traversed edges
- TEPS

Input parameters ResultsGraph generation Graph construction

TEPS
ratio

ValidationBFS

64 Iterations
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サイバー空間	

エネルギーインフ
ラ、施設分布	

ボトルネック解析	
最適化計算	

スマートグリッド、都市
計画に反映	

実世界	 実世界	
実世界のデータ化	 最適化計算、シミュレーション	 実世界へ反映、制御	

中位解析層	

ミクロ解析層	

長期	

中期	

短期	

都市	

街	

近辺	

マクロ解析層	

地域のエネルギー
状態、設備分布	

ボトルネック解析
最適化計算	

水素を中心とした地域
エネルギー	

需要解析	
最適化計算	

移動型エネルギーの最
適融通誘導	

今のエネルギー
状態と分布	



都市OSに完成形は無い	

実社会	

都市OS上の社会像 
 
	

各種 
センサ

ー 
各種アク

チュエータ	

データー＞モデル構築ー＞シミュレーション／最適化ー＞意思決定	

データ収集 
環境観測	

情報提供 
制御 
規制 
都市計画	

社会受容性 
社会安定性	

制御手段の開発 
情報提示手法の拡張 

規制の改廃、資金確保	

センサ開発 
データの種類の拡大 
センシング点の拡大	

データ共有 
セキュリティ 

プライバシ保護	

学習／分析 
データ科学的手法 

データ駆動	

大規模Sim 
可視化	

大規模最適化 
社会としての最適化 

技術も社会も人々の価値観もすべて常に
変化する。 

 
都市OSは、時間的／地理的にこれらの

要素が変化することを前提として、常に進
化する社会運用システム（Operating 

System)でなければならない。 
 

都市OSも社会とともに共進化する！	



57 

福岡地域戦略推進協議会（Fukuoka D.C.） 
http://www.fukuoka-dc.jpn.com	



交通分野での地域実証	



伊都へのキャンパス統合移転�

九州大学 

59 



伊都キャンパス開校１０周年�

60 

九州大学 



造成面積：約175ha　 
保全緑地：約100ha 

理学系(H27) 

農学系(H30) 

文系等(H29・30) 

伊都キャンパス配置計画図�

東西3km×南北2.5km 

工学系(H17・18) 

基幹教育 
関連施設(H23) 

九州大学 

61 



センサーポールによる人流計測 

14台設置	

九州大学伊都キャンパスのセンサーポール	

ネットワークカメラ 
WiFi アクセスポイント	

温湿度センサー	

IC カードリーダー	

レーザースキャナ	

ゲートウェイサーバー	

•  キャンパス内の人
の流れ解析 

•  スマートフォン接続 
•  学生証などのID

カードとの情報交換 
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水素エネルギー・燃料電池システムの実証キャンパス�

九州大学 



＜実証＞2030年ごろの「水素社会」を世界初で具現化 
●大学キャンパスを再エネも含めたスマート未来社会へ！ 
●キャンパス公用車のゼロエミッション化！ 
●燃料電池常時発電による非常用電源確保（安心）！ 
●電力・ガス自由化後のエネルギー未来社会を実現！	

（実証実験キャンパス＝ 
タイムカプセルのような 
未来の街で大学生が勉強 
して社会へ羽ばたく場！） 

64	

ガス 
電気 水素 

次世代燃料電池 
超高効率発電	

水素ステーション 
（水電解で水素を製造）	 燃料電池公用車 

（トヨタほか）	

（燃料電池バス） 
太陽電池　風力発電機	

燃料電池・水素エネルギーを使いこなす「水素社会」伊都キャンパスで具現化！�

電力系統 
（学内）	

水素燃料電池 
（水素を電気に変換）	

再エネ 

（年間使用電力量：日本全体で約1兆kWh、 
　　伊都キャンパスはその約３万分の１） 

（写真はイメージ）	 日経（全国版）2014年9月24日掲載�

水素社会のモデルキャンパス�

九州大学	



九州大学	

65	エネルギー可視化�



燃料電池研究の強みを生かした実証 

九大の各地拠点を生かしたマルチサイト実証 



都市OSの構築に向けて	

1.  ICTとイノベーション 

 
2.  産業構造の変化と共有経済 

3.  ICTによる社会基盤の再構築 

4.  都市OSと研究開発課題 

5.  歴史に学べない時代の科学技術 
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歴史に学べない時代 

n 人類が経験したことが無い社会 

n 新しい社会システムの構築 

n 新しい哲学、倫理、社会の指導原理への要求 

n 技術と社会の調和の探求 
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それでも社会変革は 
やらなければならない 

 
例えば 

マイナンバー制度	

69 



所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやすくなるため、負担を不当に
免れることや給付を不正に受けることを防止するとともに、本当に困っている方
にきめ細かな支援を行うことができます。	

公平・公正な社会の実現	

行政機関や地方公共団体などで、様々な情報の照合、転記、入力などに要し
ている時間や労力が大幅に削減されます。	
複数の業務の間での連携が進み、作業の重複などの無駄が削減されます。	

行政の効率化	

添付書類の削減など、行政手続が簡素化され、国民の負担が軽減されます。	
行政機関が持っている自分の情報を確認したり、行政機関から様々なサービ
スのお知らせを受け取ったりできます。	

国民の利便性の向上	

2015年よりマイナンバー制度開始	
行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現するための社会基盤との位

置づけ。	

（出典：内閣官房社会保障改革担当室、平成27年８月版「マイナンバー概要資料」を参考に作成）	



 
　「便利・簡単になった」 
 

　「行政サービスが見える（良く判る）ようになった」 
 

　「行政サービスが身近になった」 
 

　「安全性が増した」 
 

　　　　　　　　　　　　　　　と言える仕組みが必要	

住民の視線から	

社会の変化	 縦割り行政	

判りにくい制度 制度の悪用	

社会保障制度の課題	



マイナンバー制度における情報連携の概要 
（各機関間での情報連携には、マイナンバーを使用しない） 	

（出典：内閣官房社会保障改革担当室、平成27年８月版「マイナンバー概要資料」より）	



（出典：内閣官房社会保障改革担当室、平成27年８月版「マイナンバー概要資料」より）	

マイナポータルへのログインや本人認証（ネット上の本人確認）に利用。
（本人確認を厳格にし、ネット上のなりすましを防ぐ） 
有効期限：大人は１０年、子供は５年（容貌の変化とデバイスの寿命） 



マイナンバー制度における罰則の強化	

（出典：内閣官房社会保障改革担当室、平成27年８月版「マイナンバー概要資料」より）	



１．マイナンバーを容易に見えないようにする仕組み 
 

２．非常時に高い効果を発揮する情報基盤 
 

３．行政業務以外の住民サービスでも情報連携 
 

４．非常時を見据えたオフライン利用 
 

５．委任・代理・後見の仕組み 
 

６．IT弱者に対する対策 
 

７．大規模災害時の利用用途 
 

（その他） 
　　　　・住民のITリテラシーの向上対策 
 

　　　　・個人番号カードと持ち主の本人確認方法 
 

当面の課題	



九州大学のオリジナルICカードシステムVRICS	
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カード発行・再発行 
利用者対応窓口 
個人情報管理 
利用者ID送信 

利用者認証／認可※ 

発行者	

利用者	

利用者1	

利用者2	

利用者3	

ｻｰﾋﾞｽ提供者a 
ｻｰﾋﾞｽ提供者b 

ｻｰﾋﾞｽ提供者c 

サービス提供者 
（サービス時の認証・

認可）	

発行 利用者ID 

３者モデル	

サービス	

図書館・施設部・九大生協等	学生・教職員	

情報統括本部 
全学共通ICカード運用事業室	

※ 
認証：本人であることを確認する 
認可：サービスを受ける資格を確認する 

サービスごと 
に異なるIDを 
用意	

九州大学 

社会情報基盤の実験キャンパス�

•  入退室管理 
•  図書館利用 
•  入構ゲート 
•  電子マネー 
•  バス料金補助 
•  出欠管理 
•  証明書発行 
•  設備利用 



人のライフサイクルと社会生活に対応したVRICS 
サ
␗
ビ
ス
の
権
利
証
は
サ
␗
ビ
ス
事
業
者
の
Ｉ
Ｄ
の
よ
う
な
も
の

出⽣すると⽣成されるユニークな不変のＩＤの種（ＰＩＤ）

サービス発⽣で⽣成される権利証と可変のＩＤの種

出産するまでの仮ＩＤ

独⽴⾏動が出来るようになったら媒体発⾏
媒体は複数種類・⼈も記憶媒体として

収納情報、媒体は⾃分で選択

本
⼈

親
権
者
・

後
⾒
⼈

バ
␗
チ
⑂
ル
収
納
媒
体

権
利
証

Ｓ
ｕｂ
Ｉ
Ｄ

固定と可変のＩＤの種で⽣成されるサービス毎のＳｕｂＩＤ

■バーチャルデバイス（権利証バンク）にID・権利・権限を格納し、個人の選択によりVRICS
媒体（ICカードなど）にID・権利・権限を移す機能。（保護者、後見人、委任などに対応）



　1) 災害対応　　　： ・安否確認システム　　　　　　  （糸島市・福岡市*） 
 

　　　　　　　　　　　　　・スクリーニング検査支援、避難バスロケーションシステム  （糸島市） 
 

　　　　　　　　　　　　　・児童引き渡しシステム　  （糸島市） 
 
　2) 教育分野　　　： ・キャンパスの施設管理、図書館貸出、学生管理　  （九州大学） 
 

　　　　　　　　　　　　　・図書館貸出　　　　　　　  （九州大学・糸島市*） 
 

　　　　　　　　　　　　　・学生証/職員証・入退出管理  （九州大学・福岡女子大・北九高専） 
 

　　　　　　　　　　　　　・児童見守りシステム　　  （糸島市） 
 
　3) 交通分野　　　： ・バスICカード乗車券システム  （糸島市・民間バス会社）　　 
　 
　4) 医療健康分野： ・緊急医療情報システム  （糸島市） 
 

　　　　　　　　　　　　　・健康情報管理　　　　  （家電企業） 
 
　5) 施設管理分野： ・出退勤管理　　　　  （糸島市役所） 
 

　　　　　　　　　　　　　・施設入退出管理　　    （福岡県産業科学振興財団） 
 

　　　　　　　　　　　　　・マンション住人管理　  （不動産企業） 
 
　6) 福祉分野　　　： ・子育て支援センター利用者管理  （糸島市*） 
　　　　　　　　　　 
　7) 経済分野　　　： ・電子マネー・ポイントシステム  （九州大学生協、福岡市*）　 

（注：＊は準備中）	



ICTを活用した見守りの街 糸島	

ICT街づくり推進会議　地域懇談会＠九州 

九州大学の“ICカード”技術を活用した�
「市民参加型」の実証事業�

人口１０万人の 
糸島市で24,000人 
が所持	

•  原発事故対応
避難訓練 

•  老人の見守り 
•  小学生の見守

り 
•  バスの回数券	



｢いとゴンカード｣発行数　（有効カード数：2015年12月15日時点）	

糸島市人口（100,029人） ：2015年10月1日時点	

校区	 発行数	 普及率	
一貴山	 2,101  60% 
引津	 3,724  69% 

加布里	 4,440  61% 
可也	 20  0% 
桜野	 368  14% 
深江	 3,208  61% 
前原　	 537  5% 

前原南	 280  3% 
長糸　	 316  15% 
東風	 260  3% 
南風	 272  3% 

波多江	 4,874  39% 
福吉	 2,792  69% 
雷山	 333  9% 
怡土　	 471  6% 

区分	 年代	 発行数	 普及率	

年代別	

10歳未満	 1,662  19% 
10歳代	 2,282  22% 
20歳代	 1,498  16% 
30歳代	 2,149  19% 
40歳代	 2,685  20% 
50歳代	 2,438  19% 
60歳代	 3,872  24% 
70歳代	 3,975  38% 
80歳代	 2,740  47% 
90歳代	 669  46% 
100歳以上	 26  39% 

男女別	 発行数	 普及率	
男性	 11,020  23% 
女性	 12,976  25% 

いとゴンカード発行数	 発行数	 普及率	
総数	 23,996  24% 



個人番号カードを「いとゴンカード」のサブ
カードとした場合の搭載イメージ　 

I/F	

Hardware 

カードOS	

サービスA利用権利証 

いとゴンカード 
データ使用領域 

SubID-a 

サービスB利用権利証 

SubID-b 

データ	

データ	

・
・
・
	

・
・
・
	

・
・
・
	

その他 
利用可能領域 

住基AP 

券面事項入力補助AP 

券面事項確認AP 

　公的個人認証AP 

電子証明書 



サブカードとした場合のサービスイメージ　　	

従来のいとゴンカード	

いとゴンカードのサブカード	

SubID-a SubID-b SubID-c

サービスA サービスB サービスC

サービス毎に異なるIDを生成

PID

発行者（糸島市）

SubID-a SubID-b SubID-c

サービス毎に異なるIDでアクセス

住民

サービス

住民を認識するID

住民

PID

住基

発生

VRICSデバイス
（いとゴンカード）

SubID-a SubID-b SubID-c

サービスA サービスB サービスC

サービス毎に異なるIDを生成

PID

発行者（糸島市）

SubID-a SubID-b SubID-c

サービス毎に異なるIDでアクセス

住民

サービス

住民を認識するID

住民

PID

住基

個人番号
カード

SubID-a SubID-b SubID-c

SubID-a

SubID-b

SubID-c

SubIDを
個人番号カードへ移植

発生

いとゴン バーチャルカード

住基
VRICSサブデバイス
（個人番号カード）

（※ SubID：サービス毎の住民を認識するためのID）	



歴史に学べない時代 

n 人類が経験したことが無い社会 

–  壮大な社会の再構築が始まっている。 

–  ICTはその中心的な道具 

n 新しい社会システムの構築 

–  社会アーキテクトが求められている 

n 新しい哲学、倫理、社会の指導原理への要求 

–  各種の社会規範との同時並行的な見直しが必要 

n 技術と社会の調和の探求 

–  新しい技術体系と市民との信頼関係の構築 
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社会アーキテクトがなすべきこと 

Ø  新しい社会像と指導原理の確立 

Ø  問題解決へのシナリオの作成 

Ø  具体的な問題解決の実践 

Ø  決断と合意形成 

Ø  社会像を実現するための情報通信技術の開発	

84 



　 
さきがけ「社会と調和した情報基盤技術の構築」 

http://www.jst.go.jp/kisoken/presto/research_area/ongoing/1112069.html 
 

	l  研究者が自ら現場に入り込んで実社会の問題を認識し、基礎
研究による課題解決の手段の提供とそれを社会に受容させる
までのシナリオの構築を含めた研究の推進 

l  「情報技術をベースに、将来どのような社会を構築すべきか」と
いうことを議論する場の提供 

l  研究者の考える社会像と研究アプローチを経済界のリーダー
や政策立案者と議論する機会の提供 

l  企業の若手研究者等との議論の場を用意し、さきがけ研究の
成果を将来に社会実装するための人的ネットワークの構築	



ご清聴ありがとうございました�

http://www.kyushu-u.ac.jp	
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九州大学 


